
 
 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
The Service Club of YMCA 

The International Association of Y’s Men’s Clubs 

THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO 

CHATERED ON NOVEMBER 21,1955 

c/o YMCA 
MINAMI 11 NISHI 11 
CUO-KU SAPPORO 
〒064-0811 
011(561)5217 

國際会長 
 
アジア会長 
東日本区理事 
北海道部部長 
札幌クラブ会長 

札幌クラブ役員 

会 長  柴田 伸俊 
副会長  中田 千鶴 
書 記  中田 靖泰 
会 計  秋葉 聡志 
直前会長 宮崎 善昭 
 

Henry Grindheim (ノルウエー) 
 
Tung Ming Hsiao（台湾） 
栗本 治郎（熱海） 
森 熊治郎（札幌北） 
柴田 伸俊（札幌） 

 

ＬＴ（Leadership Training）リーダーシップトレーニング 

今月の聖句 

 

2018年４月号* 

― 主 題 ― 
Let Us Walk in the Light- Together 
 ―Fellowship across the Borders― 
Let Us Walk in the Light- Together 
広げよう ワイズの仲間 
ＥＭＣの強化 
楽しいワイズ 

 

 

０１８年３月例会    在籍会員  １０名  例会出席 ４名  メネット ０名  メーキアップ ０名 

出席報告     ゲスト １名  ビジター ０名   計 ５名  出席率 ４０％ 

 

 

 

信仰もこれと同じです。行いが伴わないなら，信仰はそれだけでは死んだものです。 

ヤコブの手紙 ２章１７節      宮﨑善昭選 

 

 

 

春に思う  「三つ子の魂百までも」  大麻幼稚園園長 宮崎 善昭 

 
何故、そうなっているのか？」は永遠に解き明か

されないのではないかと思う。多分その問いに対す

る答えは、われわれの領域ではないのだろう。長い

冬が終わって春になる頃にいつもこんなことを考え

ているのである。 

「三つ子の魂百までも」とはよく言ったもので、

１歳になる前に子どもたちはこの大人は、自分にと

って如何なる人なのかを知っているようで、３歳ま

でには自分の居場所はどこか、そこを自分が積極的

にどう関わって作り出していくのかが分かってきて

いるのではないかと思うのである。自我が芽生え始

め、価値観の基礎が固められているのである。 

分子生物学や量子研究がこれからも進歩し続け、

ＡＩが進化し、自然法則や人間の発達のメカニズム

は徐々に解明されてくるだろうが、最も一元的な問

いである「何故、そうなっているのか？」は永遠に

解き明かされないのではないかと思う。多分その問

いに対する答えは、われわれの領域ではないのだろ

う。長い冬が終わって春になる頃にいつもこんなこ

とを考えているのである。 

  

 

 

 

 

  長い冬が終わって春

が来た。毎年思うことだ

が北海道の春は劇的だ。

一気に春が来てそして

短い夏がすぐ隣で待っ

ているのだ。まるで雪の

下に埋もれていて無機

物化しているようにな

っていた植物や枯れ葉

が一枚もないような

木々がから一斉に芽が

出て葉が出て花が咲く、

「やっぱり宇宙を創造 

したものがいるのだ。」ということが身近に実感され

るのだ。 

さて、認定子ども園では、最も長く園に通う子ど

もは６年間（未満児３年間、以上児３年間）である。

つまりはじめてこの園に登園してきたのは０歳で、

まだ首も据わってない赤ちゃんの頃からである。そ

の子が名前を呼ばれて大きな声で返事をし、卒園証

書を受け取って将来何になりたいのか抱負を述べる

セレモニーがあるのだが、このことに携わった保育

士、教師の感激はひとしおであろう。また、母親に

抱っこされていた子どもが、バランスを気にしなが

らよちよち歩くようになり、すぐに普通の歩き方に

なってくるのである。保護者をはじめ、保育士が自

分にとって安全な人で、自分をケアしてくれる人で

あることは当に理解しているようである。 

 

 

 

 

 

 



 

札幌ワイズワイズメンズクラブ例会 
２０１8年４月例会 

日時 2018年 4月 17日（火）18:30～20:30 

会場 北海道 YMCA 

    札幌市中央区南 11条西 11丁目 2-5 

         Tel. 011-561-5642 

会費 1,000円 

プログラム 

司会 中田 靖泰 

① 開会点鐘     札幌クラブ会長  柴田 伸俊 

② ワイズソング・ワイズの信条     全 員 

③ 聖句             宮﨑 義昭 

④ 会長挨拶   札幌クラブ会長  柴田 伸俊 

⑤ 結婚記念日  ４月９日   伏木康・恵美子夫妻 

 ４月１５日 小野健・エリナ夫妻 

     ４月１６日 中田靖泰・千鶴夫妻 

     ４月２９日 柴田伸俊・邦子夫妻 

 

 

 

 

 

 

⑥ 誕生日  なし 

⑦ 卓話       

「フルートと私」 
ドミ中島公園幌管理組合理事長   

桜田 信明氏 
ご友人２名友情出演 

       
2                

⑧ 諸報告 

⑨ ＹＭＣＡ報告 

⑩ みんなで歌おう 

「上を向いて 

歩こう」 
 
 
 
 
⑪ 閉会挨拶    札幌クラブ会長 柴田 伸俊 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌クラブ２０１８年３月例会 
日 時：2018年 3月 20日（火）18:30～20:30 

場 所：北海道ＹＭＣＡ 101教室 

参加者：秋葉、中田靖、伏木、宮崎, 

ゲスト：植田（卓話者）    計５名 

 年度末の業務多忙のためか３月例会は５名の

例会となりました。小学生の時代から長い長い

ＹＭＣＡ歴を持つ植田リーダーが、ＹＭＣＡに

教えられたこと、得たもの、リーダーとしての

経験が人生観のきそになっていることなどを

「ＹＭＣＡ遊び場論」にまとめて語ってくれま

した。最後にキャンパー、リーダーに戻って「ご

飯の歌」を歌って会を締めくくりました。 
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何故この聖句を？   宮﨑 善昭 

  

：信仰をもつことは、神様との関係のみならず人

との関係にも影響を及ぼすことではないかと考

える。信仰者は神と人とに仕えよと命令されてい

るのだから。   

 

 

 

 

札幌クラブ２０１８年３月事務会 
１．４月例会について 
 日程：４月１７日（火） 

 卓話：桜田信明氏（ＭＳ管理組合理事長） 

卓話＋フルート演奏 友人１名友情出演、 

 ブリテン：巻頭言・聖句 宮﨑  

  柴田メンを中心に分担して作成 

 出席予定：①柴田②中田③秋葉④宮﨑⑤伏木＋

ゲスト２名 計７名 

２．北海道部会について 

 出席予定：①柴田②中田③宮﨑④伏木⑤佐藤 

  ＊部会の際に、来期のＣＳ資金としてチャリ

ティランを申請する 

３．京都パレス関連 

 ファンド用商品について柴田会長より連絡済

みで、回答待ちの状態。 

４．会計年度末見込 報告 （秋葉会計） 

  ・川上メンの会費、回収できない可能性大 

  ・ニコニコから補填せずになんとかやり繰り

できそうである。 

  ・ＹＭＣＡサービス関連も予定通り執行する 

５．来季構想 

  中田千、川上会員、退会の予定 

  中田靖メン、役職・出席義務のない功労会員

希望。理事承認事項であるので会長から申請

検討。 

 また、幼稚舎保護者の勧誘を進めるため、入園

式に柴田会長 

   が来賓として列席することを計画する 

 

 

 

 

 

 

写真上： 右 植田氏、左 秋葉会員 



 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月例会卓話   ＹＭＣＡと私   北海道ＹＭＣＡ野外活動リーダーＯＢ 植田 浩司 

2018年 1月 8日 

海道部部長 活動報告    北海道部部長 森 熊治郎 
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私とＹＭＣＡの最初の関係は小学校 4 年生での北

ＹＭＣＡの英語教室でした。 

当時の北ＹＭＣＡの記憶は古い建物と、夏休みに参加

した『原始キャンプ』で残念ながら英語教室の思い出

は殆ど残っておりません。しかしキャンプでのリーダ

ーは鮮明に覚えております。担当カウンセラーは『便

所虫』こと大島一郎リーダーで他にも吉井さんなど多

くの方々が記憶に残っております。 

 その後、ＹＭＣＡの存在は私のとっての『遊び場』

となって行きます。いつ行ってもリーダーが居てロー

プワークのレクチャーやいろいろな話を聞かせてく

れて、とても楽しい特別な時間がそこにはありまし

た。この経験がその後のリーダーになりたいという気

持ちを育み、間違いなく今の私の価値観の基礎となっ

ています。その『遊び場』ですが『そこの場所ではい

つも楽しく前向き考え行動できる場所』と自分では思

っています。そんな場所はいつまでも大切にしていき

たいと考えています。 

 また、私がリーダーをやっていた当時は今と違い、

大学生世代が携わっていました。この年齢で指導的な

立場を経験できる事は、なかなか無い貴重な経験だと

思っています。その中でも自閉的傾向児とその親が参

加するチャレンジキャンプとスキーでの経験は、私の

障がい者観を確た 

る物にしてくれ、 

「この様な障がいが 

ある子供がいる事を 

知ってもらいたい」 

と口々に話された母 

さん方は底抜けに明 

るい人たちだった事 

がとても印象深く残 

っています。この様 

な経験もボランティ 

アリーダーとして携 

わっていたからこそ 

の物でしょう。 

  

 

 

 

  リーダーの集まりであるリーダー会ではプログラ

ムの目的を重要視していましたが、私はむしろこうし

て練られたプログラムの狙いや目的をいかに実現す

るかという事に注力してきました。これは技術的な裏

づけを持ってサポートする事で、安全に且つより広範

囲な活動が出来る様にする事を目標にしていた気が

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月の例会、夏のキャンプ、冬のスキーと環境や手

段はそれぞれ違えどＹＭＣＡのボランティアリーダ

ーとして関らせて頂き、スタッフ、リーダーその他大

勢の方々の協働によりその活動が支えられている事

は、今の私の人生観の基礎を成しているところです。

多くの人たちがそれぞれの立場や環境において、その

目的や課題に対し共感し自ら志を持って達成や解決

に向けた行動を願い出て、そんな力が結集した活動が

ボランティアリーダーのリーダーシップなのではな

いでしょうか？ 

 最後に今回この様な機会を与えて頂いた柴田会長

に感謝申し上げ、私の卓話とさせて頂きます。 

なお、文章化するにあたり、多少当日お話した内容と

異なってしまった事をお許し下さい。 
 

下写真： 前列左から、 中田、秋葉、植田 

後列左から、 伏木、宮﨑 

 
 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイズの信条 

１．自分を愛するように、隣人を愛そう。 

２． 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。 

３．世界的視野をもって、国際親善をはかろう。 

４．義務を果たしてこそ、 

権利が生ずることを悟ろう。 

５．会合には出席第一、 

社会には奉仕第一を旨としよう。 
 

 

 

 

 
2018年度北海道ＹＭＣＡ創立記念日集会 

 
① 2018 年度創立記念日集会報告 

４月８日（日）かでる２・７にて創立記念日集会 

が行われ、５０名の参加がありました。 

記念礼拝では、日本基督教団の小西 陽祐牧師より、

「あなたの未来には希望がある」をテーマに奨励があ

り、その後土屋理事長の講演が行われました。 

 土屋理事長は、「北海道におけるＹＭＣＡの過去・

現在・未来」をテーマに、ＹＭＣＡの歴史から現状を

分析され、合わせてこれからの課題について話されま

した。 

② 幼稚舎入園式 

 ４月１２日（木）幼稚舎の入園式が行われ、柴田会

長が出席し、園児・保護者へのあいさつとワイズメン

ズクラブの紹介について話されました。 

③チャリティーラン２０１８ 

 ５月１３日（日）、第２３回北海道ＹＭＣＡインタ

ーナショナル・チャリティーラン２０１８が行われま

す。現在参加チームを募集中です。是非お知り合いの

方にご紹介いただき、参加チームの募集にご協力下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ボランティアリーダー募集中 

  新年度を迎えボランティアリーダー達も新しい仲

間を迎える活動を始めています。ボランティアリーダ

ー募集のチラシを作成し、大学の入学式をめがけて会

場前で配布を行っています。 

 札幌には、アウトドアクラブ、サマーキャンプ、チ

ャイルドケアー、スキースクールなどで多くの学生が

活動している他にも、発達障害の子供達を対象とした

グループ活動、障害児水泳クラスでは社会人・主婦の

方も沢山活動しています。是非多くの方にご紹介下さ

い。 

⑤新職員紹介 

 ４月から新しい職員が加わりました。 

  ウエルネスセンター    

山口 葵 

  チャイルドケアンター 

  鈴木 園 

  専門学校         

中野川千香代 

 

 
 

 
今後の日程  

 
４月２４日（火） 札幌クラブ４月事務会 

４月２８日（土） 北海道部部会・評議会 

４月２９日（日） 北海道ＹＭＣＡ全道職員研修会 

５月１３日（日） 北海王ＹＭＣＡ 

第２３回チャリティーラン 

５月１５日（火） 札幌クラブ５月例会 

５月２２日（火） 札幌クラブ５月事務会 
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 ＹＭＣＡニュース  担当主事 佐藤 雅一 

 

 

 

 

ワイズメンズクラブ国際協会 

第７２回国際大会 
日時： 2018年 8月 9日（木）～8月 12日（日） 

場所： 韓国 麗水市 

 
 

 

 

 

 

 

ワイズメンズクラブ国際協会 

東日本区大会 
日時： 2018年 6月 2日（土）～6月 3日（日） 

会場： プラザヴェルデ 

ホストクラブ： 沼津 

協力クラブ： 富士山部各ワイズメンズクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ワイズメンズクラブ国際協会東日本区 

北海道部 部会・評議会・次期役員研修会 
日時： 2018年４月 28日（土） 

会場： 部会・評議会・研修会 ホテル札幌弥生 

    懇親会   ホテルロイトン 


